
アルツハイマー病と治療薬

アミロイド前駆蛋白 Aβオリゴマー 老人斑
（Aβ凝集）

タウ蛋白 神経原線維変化異常リン酸化タウ

アミロイド仮説：アルツハイマー型認知症となるしくみ

神経細胞の障害 認知症
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Aβプロトフィブリル
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＜臨床症状＞
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（注）数字は、日本で承認された年


